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(晩囂咎咄:朴艶徊)隨議姆中往侏議刷,叫廉埃 11 巷

戦,掴臼埃 9 巷戦，刷議嶄刹闘検彭議嶄戯(晩囂咎咄:

椎諺写題)議中持埃 5 峠圭巷戦。 

宸倖仇囃蛍下彭俯謹諮表,挟勵刷頁壓埃 10 嵐定

念壓島諮朔議慾仇持邦侘撹議(宸劔侘撹議刷出恬篤諮

表笥刷)。凪巓円嗤孅才仟表(晩囂咎咄:弌欲仟褜)才嗤

帷表(晩囂咎咄:怜墓褜)吉⑬壓挽壓試強議諮表,旺拝､

梁畑挽壓島喊竃栖,頁臼今祇遍莫匯峺議嗄誓覆仇。 

伊忽鹿妖桁氏勣㏍弊順婢⑬泌緩鏡爺誼搾議徭隼

欠高･挟勵刷才臼今祇議鏆薦,葎鳩隠恬葎深打欺桟廠

隠擦議“桟廠伊忽鹿妖桁氏”資誼撹孔,輝仇厮畠薦參

鍵蝕兵彭返彈姥。 

 

 
<晩云議刪囂>-仇參消肖葎芦 

繁断吏吏氏喇噐嶽嶽尖喇宣蝕匯岷廖降議仇圭,音

誼音廖壓聴伏仇圭。壓椎戦､音徽短嗤匯倖辛卆真議牌

涛挫嗔,遇拝曳參念廖議仇圭珊揮嗤㍗輿賑連,賑昨、欠

輿才囂冱匆脅頼畠音揖。繁断喇噐伏試音宴式溝附匯繁

侮湖偲眺，匯蝕兵涙胎泌採匆短嗤癖哘仟議桟廠遇憧凋

適薦議持自伉秤,徽壓肖廖狛殻嶄幹夛阻峪嗤徭失嘉嬬

悶氏欺議穂癖腎寂,壓肖侃現除孀欺阻嬬噪酔局狛酔赤

扮高議仇圭,潤住阻仟議涛嗔,音岑音状嶄窟⑬宸倖仇

圭頁癖栽徭失議穂癖仇圭､軸侭僚“脅廓”。 

“仇參消肖葎芦”宸鞘刪囂郡啌阻“音胎陳倖仇

圭，輝廖降阻參朔祥氏状誼宸倖仇圭恷穂癖”。 侭僚

“脅廓”匯違峺忽社議遍脅賜寄脅氏,繁笥謹,壓屓

嵶、将蔀才猟晒吉侭嗤圭中葎嶄伉仇揮。壓硬扮昨､脅

廓參翌議仇圭匯違嗽偲眺嗽音圭宴，侭參(脅廓)廬葎癖

栽肖廖岻仇議吭房。“仇參消肖葎芦”宸倖刪囂畳音頁

“邪泌勣廖議三,珊頁廖寄廓偏挫”議吭房。 

椎葎焚担繁断氏委湖欺壓聴伏議仇圭廬遇範葎“仇

參消肖葎芦”議椿? 購囚頁俊鞭阻聴伏並麗,壓噐委万

延葎徭失議並遇醤嗤阻㌻鞭議癖哘嬬薦。醤嗤音殿聴伏

議挫謎伉才冥箔伉吉。斤肉書葎峭頼畠音峡議叫廉幟愁

阻盾議狛殻嬬校聞徭失音僅撹海。 

音砿採侃脅嬬尸函繍凪恬葎徭失議“脅廓”葎穂

癖仇伏試侭駅勣議叫廉，葎緩肇儖孀斤侮握緩輿仇議椎

乂叫廉､徭失肇委万幹夛竃栖｡斤焚担脅勣持自序函適

薦。音砿焚担扮昨脅勣“仇參消肖葎芦”仇肇伏試。 

中央に浮かぶ中島（なかじま）の面積は約 5 平方 km です。

この地域には多数の火山が分布し、洞爺湖も約 10 万年前

に噴火で陥没した所に水が溜まったもの（このような成り

立ちの湖をカルデラ湖といいます）。周辺には昭和新山（し

ょうわしんざん）や有珠山（うすざん）など現在も活動す

る火山、そして温泉が湧き出しており、北海道の中でも屈

指の観光地となっています。 
サミットではこのように自然に恵まれた洞爺湖と北海道

のすばらしさを世界に向けてアピールし、環境にも配慮し

た「環境サミット」として成功させようと、地元をあげて

の準備が始まっています。 
 
 
 
 
 
＜日本のことわざ＞ －住めば都－ 
 

ある人が様々な事情でそれまで住み慣れた土地を離れ、

未知の地に住まなければならなくなりました。そこには、

親類や知人など頼りになる人がひとりもいない上に、今ま

で住んでいたところよりも鄙びており、気候風土や言葉も

全く違います。生活の不便さや独りぼっちの寂しさから、

はじめは新しい環境に馴染んで頑張っていこうという前向

きな気持ちにどうしてもなれなかったのですが、住まいの

中に自分なりの快適な空間を作ったり、近所に楽しい時間

を過ごせる場所を見つけたり、新しい友人ができたりして、

いつしかそこがその人にとって居心地の良い場所、いわば

「都」となったそうです。 
「住めば都」ということわざは、このように「どんな所

でも住み慣れるとそこが最も居心地良く思われてくる」こ

とを表しています。「都」とは一般的にはその国の首都、ま

た都会という意味で、人口が多く、政治・経済・文化など

あらゆる面で中心となる地のこと。昔は都以外の場所は淋

しくて不便なところが多かったので、転じて暮らし良い場

所という意味合いもありますが、「住めば都」というこのこ

とわざは決して「住むなら都」という意味ではありません。

さて、それでは、どうしてこの人は未知だった地を「住

めば都」と思えるようになったのでしょうか。その鍵は、

未知なるものを受け入れ、自分のものとして楽しむ適応力

にあります。未知なるものを畏れない好奇心や探求心など。

今まで全く知らなかったことを知っていく過程は自分を一

回りも二回りも成長させてくれるでしょう。 
どのような場所も自分なりの「都」として快適に生活す

るために必要なこと、それはその地に愛着の持てる何かを

探し出したり自分で作り出したりして、何事も積極的に取

り組むことです。どんなときも「住めば都」と暮らしてい

けると良いですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


